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12
IMRTのパイオニアが新病院開設を機に
新装置群で放射線治療体制を大幅に拡充。
理念は、効率性、安定性、そして高精度
1972年の創設から約50年にわたり、県下のがん診療をリードしてきている千葉県がんセンター。
同センターは本年10月に新病院を開設したが、それを機にすべての診療体制をレベルアップさせた。
IMRTの日本初の実施施設としても知られる同センターが、放射線治療の拡充を図ったことは当然であろう。
果たして新治療体制は、バリアン社のフラッグシップ機、IMRT専用機の導入を含む、まさに充実した体制。
新しい装置群導入の経緯、これからの抱負について、放射線治療部 部長の原 竜介氏らに話を聞いてみた。

千葉県がんセンター
2 O2 O     

千葉県

新病院オープンと同時に稼働を開始したリニアック「TrueBeam
（バリアン メディカル システムズ）」。脳・脊髄等で、より高精度な
放射線治療に対応できるよう、2.5 ㎜のMLCや「HyperArc」
等のSRS/SRT用の治療ソリューションを搭載している。

仕上サイズ
データ 登録
280
210
右アキ

280
210
右

天地
左右
アキ

中
嶋

2

A
F11G

01
／

2
課

定
期

CC 2018

2020_CS12_2.indd   8 2020/11/13   20:36

（    ）9 新　医　療　2020年12月号

―
―
千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
沿
革
と
概
要
か

ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
は
、
１
９
７
２
年
に
病

床
数
２
０
０
床
の
が
ん
専
門
病
院
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
１
９
８
８
年
の
大
規
模
な

増
築
・
改
修
工
事
、
２
０
０
３
年
の
緩
和
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
開
棟
な
ど
を
経
て
、
診
療
体
制
を
充

実
さ
せ
て
き
て
お
り
、
２
０
１
８
年
に
は
都
道

府
県
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
も
再
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
の

上
で
も
大
き
な
節
目
と
な
る
の
が
、
今
年
10
月

26
日
の
新
病
院
オ
ー
プ
ン
で
す
。
従
来
の
病
院

本
館
部
分
は
約
50
年
の
経
過
と
と
も
に
老
朽
化

が
進
み
、
新
病
院
の
建
築
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
地
上
９
階
、地
下
１
階
の
新
築
病
院
で
は
、

病
床
数
を
３
４
１
床
か
ら
４
５
０
床
に
増
床
す

る
な
ど
、
診
療
機
能
を
大
幅
に
強
化
し
ま
し
た
。

　

職
員
数
は
常
勤
医
１
０
２
名
、
看
護
師

３
９
３
名
、
そ
の
他
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
１
２
７

名
、
事
務
職
員
、
非
常
勤
の
職
員
を
加
え
る
と
、

約
８
０
０
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
担
当
す
る
放
射
線
治
療
部
も
、
旧
施
設

か
ら
リ
ニ
ア
ッ
ク
等
の
医
療
機
器
類
を
移
設
す

る
と
と
も
に
、
新
規
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
増
設
や
更
新

を
実
施
す
る
な
ど
、
診
療
環
境
を
拡
充
し
ま
し

た
。
病
院
で
は
、
将
来
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
更
新
時
に

診
療
を
制
限
す
る
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
治
療

の
う
ち
、
脳
の
定
位
放
射
線
治
療
（
Ｓ
Ｒ
Ｔ
）

が
75
件
、
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
実
人
数
は
延
べ
１
５
６
名

で
、
そ
の
内
訳
は
頭
頸
部
が
47
名
、
前
立
腺
へ

の
照
射
が
49
件
、
そ
の
他
が
60
件
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
都
道
府
県
が
ん
診
療
拠
点
病

院
の
指
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
患
者
さ
ん

は
千
葉
市
を
メ
イ
ン
に
、
千
葉
県
全
域
か
ら
来

院
さ
れ
て
ま
す
。

―
―
新
病
院
の
オ
ー
プ
ン
を
機
に
、
リ
ニ
ア
ッ
ク

の
更
新
と
新
規
導
入
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
３
台
稼
働
さ
せ

て
い
ま
し
た
が
、
新
病
院
に
は
、
従
前
よ
り
の
リ

ニ
ア
ッ
ク
「T

rueBeam

（
バ
リ
ア
ン 

メ
デ
ィ
カ

ル 

シ
ス
テ
ム
ズ
、
以
下
バ
リ
ア
ン
社
）」
の
み
を

移
設
し
て
、
あ
と
２
台
の
内
の
１
台
は
新
規
の

「T
rueBeam

（
バ
リ
ア
ン
社
）」
に
更
新
し
、
そ

し
て
、
も
う
１
台
は
、
新
た
に
「H

alcyon

（
バ

リ
ア
ン
社
）」
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

新
規
に
稼
働
し
た
「T

rueBeam

」
に
は
、
転

移
性
脳
腫
瘍
に
対
す
る
定
位
手
術
的
照
射
（
Ｓ

Ｒ
Ｓ
）
を
短
時
間
で
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で

室
を
４
室
設
け
て
１
室
を
常
に
空
け
て
お
く
よ

う
に
す
る
な
ど
、
今
後
を
見
据
え
た
内
部
設
計

と
し
て
い
ま
す
。

―
―
放
射
線
治
療
部
の
概
要
と
診
療
の
現
況
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

放
射
線
治
療
部
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
開
所
当

時
か
ら
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
間
、
大

き
な
ト
ピ
ッ
ク
と
な
る
の
は
、
前
任
の
部
長
で
あ

る
幡
野
和
男
先
生
（
現 

東
京
ベ
イ
先
端
医
療
・

幕
張
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
、
２
０
０
０
年
に
国
内
で

初
め
て
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
（
強
度
変
調
放
射
線
治
療
）

を
開
始
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
放
射
線
治
療
部
に
は
、
私
を
含
め
た

常
勤
医
２
名
に
加
え
、
非
常
勤
医
２
名
、
診
療

放
射
線
技
師
９
名
、
医
学
物
理
士
４
名
、
看
護

師
２
名
、
受
付
事
務
員
１
名
が
所
属
し
て
診
療

業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

常
勤
医
は
２
名
と
少
な
い
で
す
が
、
専
従
の

診
療
放
射
線
技
師
９
名
に
加
え
、
専
従
の
医
学

物
理
士
が
４
名
お
り
、
陣
容
な
ら
び
に
ク
オ
リ

テ
ィ
は
充
実
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
前
立
腺
が
ん
の
治
療
で
は
、
彼
ら
を
中

心
に
治
療
計
画
を
立
案
し
、
実
際
の
照
射
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
し
、
看
護
師
ら
も
品
質
管
理

に
貢
献
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
1
月
～
12
月
の
放
射
線
治
療
の

件
数
は
、
新
規
患
者
数
が
６
４
２
名
、
再
発
治

療
等
を
含
め
た
実
人
数
は
７
７
１
名
で
す
。
こ

の
う
ち
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
等
に
よ
る
外
部
照
射
の
新

規
患
者
数
は
６
３
９
人
、
実
人
数
は
７
６
８
名

を
数
え
ま
す
。
ま
た
、
小
線
源
に
よ
る
腔
内
照

射
の
実
人
数
は
24
名
で
す
。
な
お
、
外
部
照
射

き
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「H

yperA
rc

」
が
搭
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
が
速
い
上
に
、
精
度
管
理
が
簡
単
で
、

Ｍ
Ｌ
Ｃ
が
２・５
㎜
幅
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
照

射
の
集
中
性
が
良
い
と
医
学
物
理
士
か
ら
聞
い

て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
放
射
線
治
療

へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
脳
・
脊
髄
領
域
で
の
照
射
に

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

３
台
目
の
装
置
と
し
て
の
「H

alcyon

」
は
、

イ
ニ
シ
ャ
ル
・
コ
ス
ト
を
抑
え
な
が
ら
、
効
率
よ

く
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
で
き
る
装
置
と
し
て
大
い
に

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
３
台
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
使
い
分
け
に
つ
い

て
、
よ
り
具
体
的
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
脳
神
経
外
科
の
医
師
が

放
射
線
治
療
に
積
極
的
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、

Ｇ
Ｂ
Ｍ
（Glioblastom

a

・
膠
芽
腫
）
の
術
後
補

助
療
法
に
寡
分
割
照
射
（hypofractionation

）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
68 

Gy
の
８

分
割
照
射
と
、“
攻
め
”
の
治
療
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
治
療
へ
の
活
用
や
、
脳
転
移
に
対
す
る

1992 年千葉大学医学部卒。同年同大学医学部附
属病院研修医、琉球大学医学部附属病院研修医。
1994 年君津中央病院放射線科、1995 年千葉大学
医学部附属放射線科を経て、2000 年国立国際医療
センター放射線治療部。2007 年放射線医学総合研
究所重粒子医科学センター病院治療科医長、2008
年国立病院機構千葉医療センター放射線科医長。
2013 年より千葉県がんセンター放射線治療部部長、
現在に至る

原 竜介（はら・りゅうすけ）氏

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

放
射
線
治
療
部 

部
長 

原 

竜
介
氏
に
聞
く

仕上サイズ
データ 登録
280
210
右アキ

280
210
右

天地
左右
アキ

中
嶋

2

A
F11G

01
／

2
課

定
期

CC 2018

2020_CS12_2.indd   9 2020/11/13   20:37



（    ）10新　医　療　2020年12月号

■

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

新
病
院
オ
ー
プ
ン
を
機
に
高
性
能
な
機
器
・
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

“
が
ん
セ
ン
タ
ー
”に
相
応
し
い
高
度
な
治
療
を
安
全
に
実
施
す
る

新
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「H

yperA
rc

」
を
用
い
た

Ｓ
Ｒ
Ｔ
の
実
施
な
ど
に
は
、
新
規
に
導
入
し
た

「T
rueBeam

」
を
用
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「H
alcyon

」
導
入
の
理
由
と
し
て
は
、
予
算
的

に
「T

rueBeam

」
ク
ラ
ス
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
新

規
に
２
台
導
入
す
る
の
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、「H

alcyon

」
は
「T

rueBeam

」

よ
り
廉
価
で
あ
り
な
が
ら
、
前
立
腺
が
ん
等
に

対
す
る
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
強
度
変
調
回
転
放
射
線
治

療
）
を
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
点
が
、
導
入
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

「H
alcyon

」
は
、
６
軸
カ
ウ
チ
を
搭
載
す
る

「T
rueBeam

」
と
異
な
り
、
３
軸
の
カ
ウ
チ
し

か
持
ち
ま
せ
ん
が
、
当
セ
ン
タ
ー
で
運
用
し
て
き

た
従
来
装
置
も
３
軸
カ
ウ
チ
で
十
分
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ

を
実
施
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て

は
心
配
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
コ
ー
ン
ビ
ー
ム

Ｃ
Ｔ
撮
影
が
17
秒
と
早
く
、
治
療
時
間
も
短
く

な
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
前

立
腺
だ
け
で
な
く
、
脊
椎
へ
の
骨
転
移
に
対
す

る
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
リ
ニ
ア
ッ
ク
に
は
、
高
精
度
な
位
置
決

め
シ
ス
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
の
で
、
マ
ー

カ
ー
レ
ス
に
よ
る
放
射
線
治
療
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
業
務
の
効
率
化
や
患
者
さ
ん
へ
の

負
担
軽
減
も
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、旧
施
設
か
ら
移
設
し
た
「T

rueBeam

」

は
、
頭
頸
部
や
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
の
術
後
照

射
な
ど
、
汎
用
機
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
乳
が
ん
に
対
す

る
照
射
で
は
、
ま
れ
に
傍
胸
骨
の
リ
ン
パ
節
に
照

射
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
症
例
に
活
用
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
「T

rueBeam

」
は
、
２
台
と

も
光
学
式
患
者
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

A
lignRT

（V
isionRT

社
）
と
組
み
合
わ
せ
て
、

呼
吸
同
期
も
息
止
め
照
射
も
で
き
ま
す
。
特
に
、

呼
吸
同
期
に
関
し
て
は
、
心
臓
を
守
る
た
め
の

左
乳
房
へ
の
息
止
め
照
射
な
ど
も
考
え
て
お
り
、

３
台
の
治
療
件
数
が
で
き
る
だ
け
均
等
に
な
る

よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
照
射
部
位
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
（
図
１
）。

　

３
台
に
よ
る
運
用
が
軌
道
に
乗
れ
ば
、
す
い

臓
な
ど
、
普
段
実
施
し
な
い
部
位
で
の
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
体

幹
部
に
お
け
る
肝
臓
と
肺
以
外
の
Ｓ
Ｒ
Ｔ
も
、

呼
吸
同
期
や
息
止
め
な
ど
、
よ
り
高
く
精
度
管

理
を
実
施
し
な
が
ら
高
精
度
治
療
を
考
え
て
い

き
た
い
で
す
。

図１　装置別照射部位の検討案。旧病院から移設
した「TrueBeam 1」と、新規導入の「TrueBeam 
2」、「Halcyon」を、それぞれ装置の特性を生かし
た運用法を検討している。

「Halcyon」は高いスループットがを実現しているほか、
本体に設けられたタッチパネル型の操作用モニタが高い
安全性と操作性を保証している。

「Halcyon」を操作する放射線治療
部のスタッフ。操作卓はボタン数を減
らすなどシンプルな設計となっており、
ヒューマンエラーを起こさせない工
夫が随所に盛り込まれている。

新病院オープンと同時に稼働を開始した新型リニアック「Halcyon
（バリアン メディカル システムズ）」。リング型で、100 ㎝と広いボア
径を有し、患者への圧迫感を軽減。点滴やストレッチャー等が治
療の際に装置と干渉しあうこともなく、ストレスのない治療環境を
実現している。
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新
病
院
移
転
に
際
し
て
は
、
小
線
源
治
療
装

置
の
よ
う
に
旧
施
設
か
ら
移
設
し
た
も
の
も
あ

る
が
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
以
外
に
も
新
規
に
導
入
し

た
装
置
が
あ
る
。
治
療
計
画
用
Ｃ
Ｔ
も
そ
の
１

つ
で
、
従
来
20
ス
ラ
イ
ス
の
装
置
か
ら
64
ス
ラ

イ
ス
の
「SO

M
A

T
O

M
 D

efinition A
S O

pen

（Siem
ens H

ealthneers

社
）」
に
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
し
た
。
同
装
置
へ
の
期
待
を
岩
瀬
氏
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
し
い
Ｃ
Ｔ
は
、
高
速
で
カ
バ
レ
ッ
ジ
も
広
い

の
で
、
４
Ｄ
画
像
な
ど
を
撮
影
し
た
際
、
有
効

性
を
発
揮
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
以
前
の
装

置
で
は
呼
吸
同
期
で
撮
影
で
き
る
範
囲
が
狭
く

苦
労
し
ま
し
た
が
、
新
装
置
で
は
撮
像
時
間
が

短
く
な
る
の
で
、
よ
り
精
度
の
高
い
画
像
を
得

る
だ
け
で
な
く
、
患
者
さ
ん
の
負
担
の
軽
減
に

も
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

岩
瀬
氏
に
、
新
規
に
導
入
し
た
リ
ニ
ア
ッ
ク

「Halcyon

」
の
操
作
性
に
つ
い
て
聞
く
と
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
答
え
た
。

「
従
来
の
放
射
線
治
療
装
置
と
比
べ
て
、
操
作
す

る
ボ
タ
ン
の
数
が
少
な
く
、
コ
ン
ソ
ー
ル
か
ら
の

操
作
が
し
や
す
い
で
す
ね
。
治
療
室
内
で

『H
alcyon

』
を
操
作
す
る
場
合
で
も
、
装
置
に

設
置
さ
れ
て
い
る
モ
ニ
タ
で
患
者
確
認
を
し
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
簡
単
に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
等
の
操

作
が
で
き
る
点
も
便
利
で
す
。
手
順
に
従
っ
て

　

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
に
倣
い
、
診
療
放
射
線

技
師
職
は
、
画
像
診
断
、
放
射
線
治
療
、
核
医

学
診
療
の
３
部
門
に
分
か
れ
て
組
織
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
、
放
射
線
治
療
部
門
の
治
療
放

射
線
科
で
は
９
名
の
診
療
放
射
線
技
師
が
専
従

で
診
療
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
と
、
治
療
放
射

線
科
部
長
の
岩
瀬 

勉
氏
は
話
す
。

「
リ
ニ
ア
ッ
ク
３
台
に
お
い
て
、
各
１
台
に
つ
き

３
名
の
技
師
が
担
当
し
ま
す
。
照
射
業
務
に
診

療
放
射
線
技
師
２
名
、
Ｃ
Ｔ
等
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

や
固
定
具
の
作
成
に
診
療
放
射
線
技
師
１
名
が

担
当
す
る
体
制
で
す
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
小
線
源
治
療
も
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
年
間
70
件
程
度

と
件
数
は
多
く
な
い
の
で
、
皆
で
協
力
し
合
い

な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
」

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

放
射
線
治
療
部
　
治
療
放
射
線
科
部
長

岩
瀬 

勉
氏
に
聞
く

■

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

新
病
院
オ
ー
プ
ン
を
機
に
高
性
能
な
機
器
・
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

“
が
ん
セ
ン
タ
ー
”に
相
応
し
い
高
度
な
治
療
を
安
全
に
実
施
す
る

1964 年千葉県出身。中央医療技術専門学
校卒。1988 年千葉県がんセンター診療放射
線技師、1955 年千葉県東金病院、1998 年
千葉県循環器病センターを経て、2001 年千
葉県がんセンター勤務、現在に至る。

岩瀬 勉（いわせ・つとむ）氏

高
い
操
作
性
と
安
全
性
を
活
用
し
て

効
率
良
く
放
射
線
治
療
業
務
を
実
施

リ
ニ
ア
ッ
ク
「H

alcyon

」

新
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「H

yperA
rc

」
を
用
い
た

Ｓ
Ｒ
Ｔ
の
実
施
な
ど
に
は
、
新
規
に
導
入
し
た

「T
rueBeam

」
を
用
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「H
alcyon

」
導
入
の
理
由
と
し
て
は
、
予
算
的

に
「T

rueBeam

」
ク
ラ
ス
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
新

規
に
２
台
導
入
す
る
の
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、「H

alcyon

」
は
「T

rueBeam

」

よ
り
廉
価
で
あ
り
な
が
ら
、
前
立
腺
が
ん
等
に

対
す
る
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
強
度
変
調
回
転
放
射
線
治

療
）
を
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
点
が
、
導
入
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

「H
alcyon

」
は
、
６
軸
カ
ウ
チ
を
搭
載
す
る

「T
rueBeam

」
と
異
な
り
、
３
軸
の
カ
ウ
チ
し

か
持
ち
ま
せ
ん
が
、
当
セ
ン
タ
ー
で
運
用
し
て
き

た
従
来
装
置
も
３
軸
カ
ウ
チ
で
十
分
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ

を
実
施
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て

は
心
配
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
コ
ー
ン
ビ
ー
ム

Ｃ
Ｔ
撮
影
が
17
秒
と
早
く
、
治
療
時
間
も
短
く

な
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
前

立
腺
だ
け
で
な
く
、
脊
椎
へ
の
骨
転
移
に
対
す

る
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
リ
ニ
ア
ッ
ク
に
は
、
高
精
度
な
位
置
決

め
シ
ス
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
の
で
、
マ
ー

カ
ー
レ
ス
に
よ
る
放
射
線
治
療
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
業
務
の
効
率
化
や
患
者
さ
ん
へ
の

負
担
軽
減
も
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、旧
施
設
か
ら
移
設
し
た
「T

rueBeam

」

は
、
頭
頸
部
や
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
の
術
後
照

射
な
ど
、
汎
用
機
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
乳
が
ん
に
対
す

る
照
射
で
は
、
ま
れ
に
傍
胸
骨
の
リ
ン
パ
節
に
照

射
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
症
例
に
活
用
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
「T

rueBeam

」
は
、
２
台
と

も
光
学
式
患
者
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

A
lignRT

（V
isionRT

社
）
と
組
み
合
わ
せ
て
、

呼
吸
同
期
も
息
止
め
照
射
も
で
き
ま
す
。
特
に
、

呼
吸
同
期
に
関
し
て
は
、
心
臓
を
守
る
た
め
の

左
乳
房
へ
の
息
止
め
照
射
な
ど
も
考
え
て
お
り
、

３
台
の
治
療
件
数
が
で
き
る
だ
け
均
等
に
な
る

よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
照
射
部
位
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
（
図
１
）。

　

３
台
に
よ
る
運
用
が
軌
道
に
乗
れ
ば
、
す
い

臓
な
ど
、
普
段
実
施
し
な
い
部
位
で
の
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
体

幹
部
に
お
け
る
肝
臓
と
肺
以
外
の
Ｓ
Ｒ
Ｔ
も
、

呼
吸
同
期
や
息
止
め
な
ど
、
よ
り
高
く
精
度
管

理
を
実
施
し
な
が
ら
高
精
度
治
療
を
考
え
て
い

き
た
い
で
す
。

新病院オープンと同時に稼働を開始した治療計画用の 64 スライス MDCT
「SOMATOM Definition AS Open」。従来の 20 スライス装置に比べて検査
時間を短縮でき、息止めが難しい肺がん患者や高齢者に対する検査の質が向
上しているという。

「TrueBeam」で乳腺への放射線治療を実施する放射線治療部のスタッフ。操作
卓はシンプルな設計で操作性が高く、短期間で操作法を習得できるという。

新規導入の「TrueBeam」に搭
載されている2.5 ㎜の MLC（マ
ルチリーフコリメータ）。脳・脊髄
領域における小さな病変に対応、
病変の形状にあった照射野を設
定でき、「HyperArc」等での照
射をより精度高く実現する。

「TrueBeam」に搭載されている
6 軸カウチ。より細かな動きが可
能で、骨盤部等、より照射が困
難な部位への放射線治療に威力
を発揮している。

「TrueBeam」の照射室に設置
された光学式患者ポジショニング
システム「AlignRT（VisionRT
社）」。3ヵ所の高解像度カメラを
使用して患者の皮膚表面をスキャ
ンし、三次元的に 1mm 以下の
精度で位置合わせを行うことがで
きる。
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し
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
最
大
限
の
診
療

成
果
を
得
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

新
病
院
開
院
に
際
し
て
の
機
器
・
シ
ス
テ
ム

の
更
新
・
導
入
に
際
し
て
も
、
医
学
物
理
士
が

積
極
的
な
提
案
を
行
っ
た
と
河
内
氏
は
話
す
。

「
複
数
の
メ
ー
カ
ー
の
装
置
を
導
入
す
る
病
院
も

あ
り
ま
す
が
、
業
務
が
複
雑
化
す
る
と
い
う
デ

メ
リ
ッ
ト
に
対
し
て
、
新
た
な
治
療
技
術
や
治

療
効
果
を
得
ら
れ
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
確

約
さ
れ
る
訳
で
も
な
く
、
当
セ
ン
タ
ー
に
は
向

い
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
現
時
点
で
は
、
放
射
線
治
療
の
主

要
な
役
割
を
果
た
す
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
治
療
計
画

装
置
を
同
じ
メ
ー
カ
ー
製
に
統
一
す
る
こ
と
で
、

よ
り
質
の
高
い
放
射
線
治
療
を
、
安
全
か
つ
効

率
的
、
低
コ
ス
ト
で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
た
の
で
す
。
治
療
計
画
装
置
に
つ
い
て

は
、
以
前
、
他
社
製
の
装
置
も
使
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
や
は
り
デ
ー
タ
転
送
や
リ
ニ
ア
ッ
ク

と
の
接
続
面
で
問
題
が
あ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
も
多

か
っ
た
で
す
ね
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
放
射
線
治
療
計
画

用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
バ
リ
ア
ン
社
の
『Eclipse

』

の
み
に
し
て
運
用
し
て
い
ま
す
。
同
製
品
は
扱

い
易
い
上
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
同
じ
メ
ー
カ
ー
の
シ

ス
テ
ム
ゆ
え
に
、
装
置
と
シ
ス
テ
ム
の
親
和
性

も
高
く
、
精
度
の
高
い
放
射
線
治
療
を
実
現
で

　

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
放
射
線
治
療
部
に

は
、
前
出
の
と
お
り
、
４
名
の
専
従
医
学
物
理

士
が
勤
務
し
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
診
療
放

射
線
技
師
か
ら
医
学
物
理
士
と
な
っ
た
河
内 

徹

氏
は
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
医
学
物
理
士
の

位
置
づ
け
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
話
す
。

「
放
射
線
治
療
を
行
う
に
際
し
て
、
そ
の
医
療
行

為
の
背
景
に
あ
る
Ｃ
Ｔ
や
リ
ニ
ア
ッ
ク
、
放
射

線
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
等
の
品
質
保
証
を
医
学

的
、
理
工
学
的
に
行
う
の
が
医
学
物
理
士
の
役

割
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
放
射
線
治
療
部
に
物
理

室
と
い
う
部
署
を
設
け
、
４
名
の
専
従
医
学
物

理
士
が
、
放
射
線
治
療
医
、
診
療
放
射
線
技
師

ら
と
協
力
し
な
が
ら
、
業
務
を
遂
行
し
て
い
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
放
射
線
治
療
部
は
、
常
勤

医
が
２
名
と
決
し
て
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

そ
れ
故
、
医
学
物
理
士
は
医
師
の
方
針
を
理
解

き
て
い
ま
す
」

　

河
内
氏
は
、
新
装
置
な
ら
び
に
メ
ー
カ
ー
へ

の
期
待
を
語
る
。

「
医
学
物
理
士
の
視
点
か
ら
も
、
バ
リ
ア
ン
社
が

提
案
す
る
新
技
術
の
発
想
や
完
成
度
に
は
好
感

を
抱
い
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
Ｍ
Ｌ
Ｃ
ひ
と
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、

Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
／
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
実
施
す
る
上
で
、
形

状
、
配
置
す
る
位
置
、
位
置
精
度
な
ど
、
ど
れ

も
よ
く
練
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
放
射
線
治
療
を
実
施
す
る
上
で
重
要

な
、“
位
置
”
を
設
定
す
る
機
械
的
精
度
が
極
め

て
高
い
こ
と
も
評
価
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、『T

rueBeam

』
に
お
い
て
、
コ
プ
ラ
ナ
ー

の
ア
イ
ソ
セ
ン
タ
サ
イ
ズ
は
許
容
値
０・５
㎜
に

対
し
、
実
際
の
数
値
は
０・
３
㎜
前
後
で
す
し
、

カ
ウ
チ
回
転
は
許
容
値
０
・
75
㎜
に
対
し
、
実

際
の
数
値
は
０・
６
㎜
前
後
で
す
。
ま
た
、

『H
alcyon

』
で
は
、
ア
イ
ソ
セ
ン
タ
サ
イ
ズ
の

許
容
値
が
０・９
㎜
に
対
し
、
実
際
の
数
値
は
０・

６
㎜
前
後
、
Ｏ
Ｂ
Ｉ
や
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｄ
中
心
も
許
容

値
０・５
㎜
に
対
し
、
実
際
の
数
値
は
そ
れ
以
下

に
抑
え
ら
れ
て
お
り
、
高
精
度
で
の
運
用
を
実

現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
で
は
、
立
案
し
た
治
療
計
画
を

実
際
の
治
療
で
正
確
に
再
現
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
当
然
で
す
が
、
昔
の
装
置
は
ビ
ー
ム

が
ブ
レ
る
の
が
当
た
り
前
で
、
各
装
置
の
そ
の

よ
う
な“
癖
”を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
新
の
装
置
は
、
う
ま
く
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ニ
ン
グ
で
き
れ
ば
治
療
計
画
通
り
に
治
療
で
き
、

バ
リ
ア
ン
社
の
装
置
で
は
特
に
そ
の
感
を
強
く

し
ま
す
ね
」

　

加
え
て
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
Ｑ
Ａ
・
Ｑ
Ｃ
業
務
で

も
、最
新
の
装
置
に
導
入
さ
れ
て
い
る
Ｍ
Ｐ
Ｃ（
マ

シ
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
）
機
能
を
と
て

も
良
い
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
と
河
内
氏
は
語
る
。

「
稼
働
し
始
め
た
ば
か
り
で
す
が
、
毎
日
の
業
務

点
検
に
お
い
て
、
Ｍ
Ｐ
Ｃ
を
ベ
ー
ス
に
、
測
定

器
で
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
、
精
度
管
理
業
務
を

進
め
て
い
ま
す
」

　

新
病
院
オ
ー
プ
ン
と
と
も
に
、
新
し
い
リ
ニ

ア
ッ
ク
も
本
格
稼
働
を
開
始
し
た
が
、
今
後
の

運
用
に
つ
い
て
、
河
内
氏
は
大
き
な
期
待
を
寄

せ
る
。

「
新
装
置
の
２・５
㎜
Ｍ
Ｌ
Ｃ
やPerfectPitch 
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&
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な
ど
の
新
技
術
に
つ
い
て

は
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
だ
、

稼
働
を
開
始
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
今
回
導
入

し
た
光
学
式
患
者
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

腺
の
境
界
が
は
っ
き
り
見
え
る
の
で
、
今
後
の

運
用
次
第
で
は
マ
ー
カ
ー
レ
ス
に
よ
る
照
射
も

十
分
可
能
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『T
rueBeam

』
で
は
kV
で
は
な
く
、
mV
イ
メ
ー

ジ
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
画
像
も
鮮
明

で
、
質
の
高
い
放
射
線
治
療
を
実
現
で
き
て
い

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

　

河
内
氏
は
、
放
射
線
治
療
の
高
コ
ス
ト
傾
向

を
懸
念
し
て
い
る
。

「
治
療
装
置
の
高
精
度
化
に
よ
り
、
放
射
線
治
療

を
安
全
か
つ
効
率
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
一
方
で
初
期
導
入
費
や
保
守
費

用
な
ど
の
コ
ス
ト
が
以
前
に
比
べ
、
増
え
て
き

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
古
い
装
置
を
工
夫

し
な
が
ら
使
い
続
け
て
も
、
保
守
契
約
が
結
べ

な
か
っ
た
り
、
修
理
用
の
パ
ー
ツ
が
調
達
で
き

な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
い
ず
れ
は
新
型
装
置

に
更
新
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
放
射
線
治
療
に

関
す
る
診
療
報
酬
が
大
き
く
変
化
し
て
い
な
い

中
で
、
高
額
な
治
療
装
置
を
ど
の
よ
う
に
維
持

し
て
い
く
か
は
、
今
後
多
く
の
施
設
で
課
題
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

放
射
線
治
療
部
　
物
理
室

河
内 

徹
氏
に
聞
く

■

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

放
射
線
治
療
医
・
診
療
放
射
線
技
師
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
、

安
全・高
精
度・効
率
的
な
放
射
線
治
療
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む

1982 年広島県出身。2010 年首都大
学東京博士後期課程修了。2007 年よ
り千葉県がんセンター診療放射線技
師、2011 年より同センター医学物理士
として勤務、現在に至る。

河内 徹（かわち・とおる）氏

く
治
療
が
完
了
し
ま
す
。
加
え
て
、
音
も
静
か

な
の
で
、
患
者
さ
ん
へ
の
ス
ト
レ
ス
も
軽
減
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

20
年
以
上
、
同
セ
ン
タ
ー
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
持

つ
岩
瀬
氏
は
、
バ
リ
ア
ン
社
製
の
放
射
線
治
療

関
連
機
器
・
シ
ス
テ
ム
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
２
０
０
０
年
に
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
開
始
し
た
際
に
バ

リ
ア
ン
社
の
装
置
を
導
入
し
ま
し
た
が
、
故
障

等
も
少
な
く
、
装
置
や
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
信

頼
性
は
高
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
更
新
・
新
規
導
入
で
は
、

他
社
製
品
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
複

数
の
メ
ー
カ
ー
の
装
置
や
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

と
、
コ
ス
ト
的
に
も
接
続
費
用
が
そ
れ
だ
け
多

く
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

用
も
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
効
率
性
や

安
全
性
の
面
で
も
、
操
作
系
統
が
増
え
る
こ
と

は
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
も
繋

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
故
、
同
一
メ
ー
カ
ー

製
に
す
る
こ
と
に
迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

実
際
、
今
回
の
更
新
で
も
、
機
器
・
シ
ス
テ
ム

類
の
接
続
・
稼
働
に
つ
い
て
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は

な
く
、
ス
ム
ー
ズ
な
更
新
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」

　

新
病
院
に
お
け
る
運
用
に
つ
い
て
、
岩
瀬
氏

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
無
事
、
新
病
院
移
転
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
新

し
い
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
は
じ
め
、
ま
だ
稼
働
を
始
め

た
ば
か
り
の
装
置
が
多
い
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、

機
器
や
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
習
熟
し
な
が
ら
、
新

病
院
に
適
し
た
運
用
法
を
探
っ
て
い
き
ま
す
」

操
作
す
べ
き
ボ
タ
ン
が
光
る
な
ど
、
医
療
安
全

面
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
装
置
だ
な
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、ガ
ン
ト
リ
内
蔵
型（
リ
ン
グ
型
）と
い
う

形
状
か
ら
、
患
者
さ
ん
が
装
置
や
ガ
ン
ト
リ
に

接
触
す
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。「Clinac

シ

リ
ー
ズ
」
で
は
接
触
セ
ン
サ
ー
が
ガ
ン
ト
リ
付
近

に
つ
い
て
お
ら
ず
、
例
え
ば
乳
房
へ
の
照
射
の
際

に
は
患
者
さ
ん
の
腕
に
装
置
が
接
触
し
な
い
よ

う
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
照
射
担
当
の

診
療
放
射
線
技
師
は
少
な
か
ら
ず
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
な
が
ら
業
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
点
、

『H
alcyon

』
で
は
こ
の
よ
う
な
心
配
は
全
く
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
業
務
に
安
心
し
て
専
念
で

き
る
装
置
で
あ
る
と
言
え
ま
す
」

　

ま
だ
、
稼
働
し
た
ば
か
り
だ
が
、
岩
瀬
氏
は
、

「H
alcyon

」
に
よ
る
治
療
の
早
さ
に
驚
い
た
と

い
う
。

「
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
の
画
像
が
と
て
も
良
質
で
、
治
療
計

画
と
の
照
合
も
オ
ー
ト
で
合
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
３
Ａ
ｒ
ｃ
に
よ
る
照
射
で
も
ガ
ン
ト
リ
の

回
転
速
度
が
速
い
の
で
、
従
来
装
置
以
上
に
早

機
器
・
シ
ス
テ
ム
へ
の
信
頼
性
を
高
く
評
価

メ
ー
カ
ー
を
統
一
し
て
安
全
性
を
高
め
る

バ
リ
ア
ン
社
製
放
射
線
治
療
機
器
・
シ
ス
テ
ム

医
学
物
理
士
に
よ
る
積
極
的
な
提
案
で

機
器
・
シ
ス
テ
ム
メ
ー
カ
ー
を
統
一
運
用

放
射
線
治
療
関
連
機
器
・
シ
ス
テ
ム
①

旧病院より移設した「TrueBeam」。他の2台とは別に、乳腺
部位への照射等、その汎用性を生かした放射線治療を実施し
ている。
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（    ）13 新　医　療　2020年12月号

千葉県がんセンター

所在地：千葉県千葉市中央区仁戸名町666-2
病床数：450床
病院長：飯笹俊彦

1972年に開設された千葉県がんセンターは、
2020年10月26日に地上9階、地下1階の
新病院をオープンさせた。新病院では、病床数
を341床から450床に増床（新棟に425床、
既存棟に緩和ケア病棟25床）。さらに、①患
者への負担の少ない手術支援ロボットを1台増
設した2台体制による外科手術への対応、②
通院しながら治療を行える薬物療法センターの
拡充、③放射線療等との併用による効果が期待
される温熱療法装置（ハイパーサーミア）の導
入、④緩和ケア病床を25床から53床へ拡張
－といった診療機能強化策を実施。この他、患
者総合支援センターを設置するなど、患者の利
便性等の向上の取り組みを行い、千葉県におけ
るがん診療の中核施設として、さらなる発展が
期待されている。

し
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
最
大
限
の
診
療

成
果
を
得
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

新
病
院
開
院
に
際
し
て
の
機
器
・
シ
ス
テ
ム

の
更
新
・
導
入
に
際
し
て
も
、
医
学
物
理
士
が

積
極
的
な
提
案
を
行
っ
た
と
河
内
氏
は
話
す
。

「
複
数
の
メ
ー
カ
ー
の
装
置
を
導
入
す
る
病
院
も

あ
り
ま
す
が
、
業
務
が
複
雑
化
す
る
と
い
う
デ

メ
リ
ッ
ト
に
対
し
て
、
新
た
な
治
療
技
術
や
治

療
効
果
を
得
ら
れ
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
確

約
さ
れ
る
訳
で
も
な
く
、
当
セ
ン
タ
ー
に
は
向

い
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
現
時
点
で
は
、
放
射
線
治
療
の
主

要
な
役
割
を
果
た
す
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
治
療
計
画

装
置
を
同
じ
メ
ー
カ
ー
製
に
統
一
す
る
こ
と
で
、

よ
り
質
の
高
い
放
射
線
治
療
を
、
安
全
か
つ
効

率
的
、
低
コ
ス
ト
で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
た
の
で
す
。
治
療
計
画
装
置
に
つ
い
て

は
、
以
前
、
他
社
製
の
装
置
も
使
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
や
は
り
デ
ー
タ
転
送
や
リ
ニ
ア
ッ
ク

と
の
接
続
面
で
問
題
が
あ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
も
多

か
っ
た
で
す
ね
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
放
射
線
治
療
計
画

用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
バ
リ
ア
ン
社
の
『Eclipse

』

の
み
に
し
て
運
用
し
て
い
ま
す
。
同
製
品
は
扱

い
易
い
上
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
同
じ
メ
ー
カ
ー
の
シ

ス
テ
ム
ゆ
え
に
、
装
置
と
シ
ス
テ
ム
の
親
和
性

も
高
く
、
精
度
の
高
い
放
射
線
治
療
を
実
現
で

　

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
放
射
線
治
療
部
に

は
、
前
出
の
と
お
り
、
４
名
の
専
従
医
学
物
理

士
が
勤
務
し
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
診
療
放

射
線
技
師
か
ら
医
学
物
理
士
と
な
っ
た
河
内 

徹

氏
は
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
医
学
物
理
士
の

位
置
づ
け
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
話
す
。

「
放
射
線
治
療
を
行
う
に
際
し
て
、
そ
の
医
療
行

為
の
背
景
に
あ
る
Ｃ
Ｔ
や
リ
ニ
ア
ッ
ク
、
放
射

線
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
等
の
品
質
保
証
を
医
学

的
、
理
工
学
的
に
行
う
の
が
医
学
物
理
士
の
役

割
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
放
射
線
治
療
部
に
物
理

室
と
い
う
部
署
を
設
け
、
４
名
の
専
従
医
学
物

理
士
が
、
放
射
線
治
療
医
、
診
療
放
射
線
技
師

ら
と
協
力
し
な
が
ら
、
業
務
を
遂
行
し
て
い
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
放
射
線
治
療
部
は
、
常
勤

医
が
２
名
と
決
し
て
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

そ
れ
故
、
医
学
物
理
士
は
医
師
の
方
針
を
理
解

き
て
い
ま
す
」

　

河
内
氏
は
、
新
装
置
な
ら
び
に
メ
ー
カ
ー
へ

の
期
待
を
語
る
。

「
医
学
物
理
士
の
視
点
か
ら
も
、
バ
リ
ア
ン
社
が

提
案
す
る
新
技
術
の
発
想
や
完
成
度
に
は
好
感

を
抱
い
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
Ｍ
Ｌ
Ｃ
ひ
と
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、

Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
／
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
実
施
す
る
上
で
、
形

状
、
配
置
す
る
位
置
、
位
置
精
度
な
ど
、
ど
れ

も
よ
く
練
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
放
射
線
治
療
を
実
施
す
る
上
で
重
要

な
、“
位
置
”
を
設
定
す
る
機
械
的
精
度
が
極
め

て
高
い
こ
と
も
評
価
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、『T

rueBeam

』
に
お
い
て
、
コ
プ
ラ
ナ
ー

の
ア
イ
ソ
セ
ン
タ
サ
イ
ズ
は
許
容
値
０・５
㎜
に

対
し
、
実
際
の
数
値
は
０・
３
㎜
前
後
で
す
し
、

カ
ウ
チ
回
転
は
許
容
値
０
・
75
㎜
に
対
し
、
実

際
の
数
値
は
０・
６
㎜
前
後
で
す
。
ま
た
、

『H
alcyon

』
で
は
、
ア
イ
ソ
セ
ン
タ
サ
イ
ズ
の

許
容
値
が
０・９
㎜
に
対
し
、
実
際
の
数
値
は
０・

A
lignRT

（V
isionRT

社
）
は
精
度
が
高
く
、

位
置
決
め
が
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
な
り
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
の
負
担
と
も
な
る
皮
膚
の
マ
ー

カ
ー
も
減
ら
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」

　

ま
た
、
河
内
氏
は
、
新
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
Ｃ
Ｂ

Ｃ
Ｔ
の
高
画
質
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「『H
alcyon

』のiterative C
B

C
T

（
ｉ
Ｃ
Ｂ

Ｃ
Ｔ
）
は
、Ｃ
Ｔ
が
苦
手
な
軟
部
組
織
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
を
明
瞭
に
描
出
で
き
て
い
ま
す
。
前
立

腺
が
ん
へ
の
治
療
で
は
重
要
な
、
直
腸
と
前
立

６
㎜
前
後
、
Ｏ
Ｂ
Ｉ
や
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｄ
中
心
も
許
容

値
０・５
㎜
に
対
し
、
実
際
の
数
値
は
そ
れ
以
下

に
抑
え
ら
れ
て
お
り
、
高
精
度
で
の
運
用
を
実

現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
で
は
、
立
案
し
た
治
療
計
画
を

実
際
の
治
療
で
正
確
に
再
現
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
当
然
で
す
が
、
昔
の
装
置
は
ビ
ー
ム

が
ブ
レ
る
の
が
当
た
り
前
で
、
各
装
置
の
そ
の

よ
う
な“
癖
”を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
新
の
装
置
は
、
う
ま
く
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ニ
ン
グ
で
き
れ
ば
治
療
計
画
通
り
に
治
療
で
き
、

バ
リ
ア
ン
社
の
装
置
で
は
特
に
そ
の
感
を
強
く

し
ま
す
ね
」

　

加
え
て
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
Ｑ
Ａ
・
Ｑ
Ｃ
業
務
で

も
、最
新
の
装
置
に
導
入
さ
れ
て
い
る
Ｍ
Ｐ
Ｃ（
マ

シ
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
）
機
能
を
と
て

も
良
い
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
と
河
内
氏
は
語
る
。

「
稼
働
し
始
め
た
ば
か
り
で
す
が
、
毎
日
の
業
務

点
検
に
お
い
て
、
Ｍ
Ｐ
Ｃ
を
ベ
ー
ス
に
、
測
定

器
で
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
、
精
度
管
理
業
務
を

進
め
て
い
ま
す
」

　

新
病
院
オ
ー
プ
ン
と
と
も
に
、
新
し
い
リ
ニ

ア
ッ
ク
も
本
格
稼
働
を
開
始
し
た
が
、
今
後
の

運
用
に
つ
い
て
、
河
内
氏
は
大
き
な
期
待
を
寄

せ
る
。

「
新
装
置
の
２・５
㎜
Ｍ
Ｌ
Ｃ
やPerfectPitch 
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な
ど
の
新
技
術
に
つ
い
て

は
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
だ
、

稼
働
を
開
始
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
今
回
導
入

し
た
光
学
式
患
者
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

腺
の
境
界
が
は
っ
き
り
見
え
る
の
で
、
今
後
の

運
用
次
第
で
は
マ
ー
カ
ー
レ
ス
に
よ
る
照
射
も

十
分
可
能
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『T
rueBeam

』
で
は
kV
で
は
な
く
、
mV
イ
メ
ー

ジ
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
画
像
も
鮮
明

で
、
質
の
高
い
放
射
線
治
療
を
実
現
で
き
て
い

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

　

河
内
氏
は
、
放
射
線
治
療
の
高
コ
ス
ト
傾
向

を
懸
念
し
て
い
る
。

「
治
療
装
置
の
高
精
度
化
に
よ
り
、
放
射
線
治
療

を
安
全
か
つ
効
率
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
一
方
で
初
期
導
入
費
や
保
守
費

用
な
ど
の
コ
ス
ト
が
以
前
に
比
べ
、
増
え
て
き

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
古
い
装
置
を
工
夫

し
な
が
ら
使
い
続
け
て
も
、
保
守
契
約
が
結
べ

な
か
っ
た
り
、
修
理
用
の
パ
ー
ツ
が
調
達
で
き

な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
い
ず
れ
は
新
型
装
置

に
更
新
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
放
射
線
治
療
に

関
す
る
診
療
報
酬
が
大
き
く
変
化
し
て
い
な
い

中
で
、
高
額
な
治
療
装
置
を
ど
の
よ
う
に
維
持

し
て
い
く
か
は
、
今
後
多
く
の
施
設
で
課
題
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」

く
治
療
が
完
了
し
ま
す
。
加
え
て
、
音
も
静
か

な
の
で
、
患
者
さ
ん
へ
の
ス
ト
レ
ス
も
軽
減
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

20
年
以
上
、
同
セ
ン
タ
ー
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
持

つ
岩
瀬
氏
は
、
バ
リ
ア
ン
社
製
の
放
射
線
治
療

関
連
機
器
・
シ
ス
テ
ム
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
２
０
０
０
年
に
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
開
始
し
た
際
に
バ

リ
ア
ン
社
の
装
置
を
導
入
し
ま
し
た
が
、
故
障

等
も
少
な
く
、
装
置
や
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
信

頼
性
は
高
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
更
新
・
新
規
導
入
で
は
、

他
社
製
品
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
複

数
の
メ
ー
カ
ー
の
装
置
や
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

と
、
コ
ス
ト
的
に
も
接
続
費
用
が
そ
れ
だ
け
多

く
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

用
も
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
効
率
性
や

安
全
性
の
面
で
も
、
操
作
系
統
が
増
え
る
こ
と

は
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
も
繋

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
故
、
同
一
メ
ー
カ
ー

製
に
す
る
こ
と
に
迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

実
際
、
今
回
の
更
新
で
も
、
機
器
・
シ
ス
テ
ム

類
の
接
続
・
稼
働
に
つ
い
て
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は

な
く
、
ス
ム
ー
ズ
な
更
新
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」

　

新
病
院
に
お
け
る
運
用
に
つ
い
て
、
岩
瀬
氏

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
無
事
、
新
病
院
移
転
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
新

し
い
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
は
じ
め
、
ま
だ
稼
働
を
始
め

た
ば
か
り
の
装
置
が
多
い
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、

機
器
や
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
習
熟
し
な
が
ら
、
新

病
院
に
適
し
た
運
用
法
を
探
っ
て
い
き
ま
す
」

最
新
型
の
Ｍ
Ｌ
Ｃ
や
治
療
用
ソ
フ
ト
等
に
よ
る

高
精
度
な
放
射
線
治
療
の
実
現
に
期
待

放
射
線
治
療
関
連
機
器
・
シ
ス
テ
ム
②

放射線治療部スタッフの皆さん。常勤医２名、診療放射線技師 9名、医
学物理士４名、看護師2名、受付事務員1名の18名が千葉県がんセンター
の放射線治療を担っている。

放射線治療計画用ソフトウェア「Eclipse」を操作する放
射線治療部のスタッフ。放射線治療部には同ソフトウェア
端末を12 台設置。同一メーカー製を採用することで、ソ
フトウェアとリニアックの親和性を生かした放射線治療が実
現している。

仕上サイズ
データ 登録
280
210
右アキ

280
210
右

天地
左右
アキ

中
嶋

2

A
F11G

01
／

2
課

定
期

CC 2018

2020_CS12_2.indd   13 2020/11/13   20:37


